
　

海
老
澤
氏
は
、
昭
和
23
年
7
月

に
真
壁
町
食
糧
調
整
委
員
会
書
記

に
奉
職
し
て
以
来
、
町
長
室
長
や

保
健
課
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
58
年
８
月
か
ら
平

成
３
年
７
月
ま
で
、
真
壁
町
収
入

役
に
就
任
さ
れ
、真
壁
町
の
発
展
・

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
よ
う
な
栄
誉

を
受
け
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
関
係
各
所
の
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
の
賜
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
賞
の
喜

び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄
誉
を

受
け
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

　
海え

び

さ

わ

老
澤
　
一か

ず
お雄 

さ
ん

　
　
元 

真
壁
町
収
入
役

 

（
88
歳
・
真
壁
町
真
壁
地
区
）

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

岩
石
の
形
成
か
ら
山
々
の
違
い
を
楽
し
む

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

筑波山

加波山

吾国山

愛宕山

宝篋山

高峯

富谷山

鶏足山

霞ヶ浦

雨引山 難台山

足尾山

鶏足山塊

筑波山塊

関東平野

桜川

小貝川

涸沼川

筑波山地域の地形

１．筑波山塊と鶏足山塊

・日本百名山の一つ、筑波山を含む

・標高900ｍ未満の非火山の集まり

２．霞ヶ浦
・日本で2番目の湖面積を誇る

・かつては内海だった湖（海跡湖）

３．関東平野
・１都６県にわたる日本最大の平野

・盆地状の凹地が埋積されて形成

山・湖・平野の3つの大地形が
この地域ののどかな自然景観
をつくっている

けいそく

御嶽山

「GSJ,AIST,20万分の1シームレス地質図」をもとに作成

「GSJ,AIST,20 万分の 1 日本シームレス地質図」をもとに作成

　

４
月
５
日
に
、
10
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
小
田
原

市
大
会
の
案
内
や
、
二
宮
尊
徳
の

生
涯
を
描
い
た
映
画
「
地
上
の
星

～
二
宮
金
次
郎
伝
～
」
の
製
作
状

況
報
告
の
た
め
、
加か

と
う藤
憲け

ん
い
ち一
小
田

原
市
長
と
、
桜
川
市
報
徳
仕
法
研

究
会
の
舘た

て
の野
義よ

し
ひ
さ久
代
表
が
、
大
塚

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
報
徳
研

究
市
町
村
協
議
会
に
加
盟
す
る
17

市
町
村
が
参
加
。
二
宮
尊
徳
が
実

践
し
た
報
徳
仕
法
を
、
ま
ち
・
ひ

と
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
で
は
、
桜
川
市
報
徳
仕

法
研
究
会
を
中
心
に
同
サ
ミ
ッ
ト

に
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
製
作
中
で
あ
る
映

画
は
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
報
徳
仕
法

研
究
会 

代
表 

舘
野
義
久
（
☎

０
２
９
６-

58-

６
２
４
０
）

　

尊
徳
の
築
堰
し
た
「
青
木
堰
」

は
、
桜
川
の
上
流
、
桜
川
市
青
木

地
区
内
に
あ
り
ま
す
。

　

元
禄
時
代
、
百
三
十
軒
あ
っ
た

家
が
、天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）

に
は
、
わ
ず
か
三
十
九
軒
に
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
名
主
を
先

頭
に
桜
町
陣
屋
（
現
栃
木
県
真
岡

市
）
で
尊
徳
仕
法
に
よ
る
村
の
復

興
に
成
功
し
た
尊
徳
の
評
判
を
聞

き
、
青
木
村
の
復
興
を
懇
願
し
ま

し
た
。
尊
徳
の
指
導
に
よ
っ
て
、

堰
の
修
復
、
新
田
開
発
、
家
屋
の

再
建
等
、人
口
の
増
加
も
見
ら
れ
、

豊
か
な
村
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

現
在
「
青
木
堰
」
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
に
姿
を
変
え
ま
し

た
が
、尊
徳
の
教
え
で
あ
る
勤
労
・

推
譲
の
精
神
は
、
今
で
も
市
民
の

心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

桜
川
市
と
二
宮
尊
徳
の
つ
な
が
り

（右から）表敬訪問する
加藤小田原市長と舘野代表

小
田
原
市
長
と

桜
川
市
報
徳
仕
法
研
究
会
舘
野
代
表
が
表
敬
訪
問

主に砂岩や泥岩で
できている。

主に花こう岩や斑れい
岩でできている。

4さくらがわ　2018.6.1

高
峯
と
富
谷
山
は
、
桜
川
市

と
栃
木
県
と
の
境
界
近

く
に
あ
る
山
で
、
自
生
の
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
や
７
３
５
年
創
立
の
小
山
寺

（
富
谷
観
音
）
な
ど
が
有
名
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
山
か
ら
城
里
町
の

鶏け
い
そ
く
さ
ん

足
山
へ
と
連
な
る
山
地
は
鶏け

い
そ
く足

山さ
ん
か
い塊
と
呼
ば
れ
、
約
2
億
5
千
万

年
前
～
1
億
5
千
年
万
年
前
に
深

い
海
の
底
で
で
き
た
砂
岩
や
泥
岩

な
ど
で
出
来
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
岩
瀬
駅
南
方
の
御

嶽
山
か
ら
筑
波
山
に
連
な
る
山

地
は
筑
波
山
塊
と
呼
ば
れ
、
約

7
千
5
百
万
年
前
～
6
千
万
年
前

に
大
陸
の
地
中
深
く
に
あ
っ
た
マ

グ
マ
を
起
源
と
す
る
花
こ
う
岩
や

斑
れ
い
岩
な
ど
で
出
来
て
い
ま
す
。

二
つ
の
山
塊
を
つ
く
る
岩
石

は
、
種
類
も
形
成
年
代

も
違
い
ま
す
が
、
そ
の
形
成
に
は

と
も
に
長
い
年
月
を
か
け
た
地
球

表
層
で
の
プ
レ
ー
ト
の
動
き
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
山
で
も

出
来
方
の
違
い
を
知
る
と
山
の
見

方
が
変
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？


